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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞

・病室移動しています。

　五十嵐　タイ様～209号室から204号室へ

　小林　コヨ様、谷内　愛子様、瀬川　はな様、浜中　トキエ様～208号室から209号室へ

　小山　正好様～205号室から208号室へ

・田中　清様～奥様が4～５日、家に不在になる為、衣類は間に合うように調整して下さい。

・見付　キク様～ラシックス　２Ｔ、アスパラＫ　４Ｔ、アルダクトンＡ　１Ｔ　継続処方となっています。

奥利　うめ様～ラシックス　２Ｔ、アスパラＫ　２Ｔ　継続処方となっています。

　浮腫の有無の観察行いましょう。

・松浦　佐恵子様～ヨウフェナック　２Ｔ　26日夕から　2日分

　昨日、抜歯した為、処方となっています。歯痛の有無の観察、確認行っていきましょう。

・大嶋　定美様～入院時検査、指示等について本日、千葉良Drへ確認しています。院長へ報告し確認して下さいとの事です。

院長より、入院票、移棟指示箋、入院診療計画書等の書類に関しては、月曜日に処理するとの事です。また、現在、内服ありませんが、経口の状況を考えてから判断するとの事で、月曜日までは当院での服薬はありません。

状態の把握、観察を行い、月曜日のリーダーは上記を報告、確認して下さい。

　　　　　　　　　　　深夜帯にて、排痰できず吸引行っている為、本日昼よりムコソルバン（15）３Ｔ　４日分処方となっています。

・瀬川　はな様～本日、金吹沢診療所へご家族と受診されています。入院の必要はなく、外来で抗生剤処方で良いとの事で、ＰＬ顆粒（３）、フロキシール　３Ｔ、それぞれ４日分処方となっています。薬が無くなったら三上Drに診察して頂き、指示を受けるようにと千葉良Drより指示あります。

　　　　　　　　　　　ご家族より、介護認定の判定に１ヶ月程かかる為、１～２ヶ月は入院継続してほしい。介護認定の判定が出たら、田子にある施設へ入所をすすめたいと話しがあり、院長、江刺家課長、SWへ情報提供しています。

・野月平　チエ様～胸部から腹部にかけての湿疹が悪化している為、８/３１（水）に皮膚科診察予定です。

・感染対策委員会より～南病棟の医療廃棄物は良いので再指導ありません。今後も気を付けて取り扱いしていきましょう。

・アイスパックのカバーを３個作ってあります。個数を検討したいので、使用した感想等を西山さんへ伝えて下さい。

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価・検討＞

奥利　うめ様～外泊後に帰宅要求が聞かれている事が多く、外泊から戻られた日のうちに“家には行ってない、帰ってない”という発言も聞かれている為、プラン変更しています。他患者様とはホールでの交流見られている為、プランは継続としています。

＃１　帰宅要求あり

　　　　　　　　　　Ｐ１　落ち着いてプログラム参加できる

1 訴えを聞く。

2 趣味や好きな事をしてもらい気を紛らわせる。

3 プログラム等への声掛けをし、他者との交流の場を提供する。

　　　　　　　　　　

1 帰宅要求が聞かれた際は、訴えを聞き、なだめる。（今、準備しているので待って下さい等）

2 本人に趣味・好きな事を聞き、興味のある事をしてもらい気を紛らわせる。

3 プログラム等への声掛けをし、他者との交流の場を提供する。

宮　チヤ様～車椅子からの立ち上がりはみられていませんが、食事の際、むせこみありプラン変更しています。

　　＃１　嚥下困難

　　　　　　　　　　Ｐ１　誤嚥性肺炎の予防

　　　　　　　　　　①“食事”という意識を高める為、早目に席についてもらい、後頚部、頬のマッサージを行う。

　　　　　　　　　　②むせこみ時は、無理して食べさせず食事中止。食事摂取量の観察を行う。

　　　　　　　　　　③氷をなめさせ、アイスマッサージ施行し様子を記録する。

